
 

 

 

 

 

 

 

やっぺす通信は横浜型若者自立塾ジョブキャンプの活動を通じて実施している石巻での活動やうんめえもん市の 

事業について、うんめえもん市でお弁当や物産をご購入いただいている皆様に活動の近況をお知らせするものです。 

ぜひ、これからも私達の活動にご協力いただけますと幸いです。 

 
 

◆２０１２年度 石巻復興支援金報告◆ 
 

昨年度の支援金の受け渡しの為、７月２６日に石巻を訪問しました。 

今回の支援金贈呈は、下記４団体への寄付（１団体１０万円）でした。 

 

１ 渡波オイスターズ（石巻・渡波の若手牡蠣漁師グループ） 

２ 宮城県漁業協同組合 石巻湾支所 かき部会 

３ 蛤浜再生プロジェクト 

４ 子どものための石巻市民会議（こどものまちいしのまき運営） 
    

贈呈式では、各団体の代表者が支援金の使途を報告するとともに、活動の想いを語っていただきました。 

中でも共通する課題は、「資金の捻出」でした。自らも被災しながら、団体としての活動を継続していかなくては 

ならない。その反面、牡蠣漁師の方達は「働く場」を確保しなければならず、それには費用がかかる。蛤浜の再生 

プロジェクトのまちづくりは、協力者である「人手」が足りない、子どものための石巻市民会議は、協力者は増えて 

いるが「運営費」が出せない、そういった問題をそれぞれが抱えています。 

 

現地で活動していたボランティアは、２年目にはほとんどが撤退し、今残っている団体は、地元の方達との連携の 

中で、任意団体を法人化することによって継続する方法をとっています。これは、目に見えない「支援の形」ですが、

このような支援こそがまさに今求められており、支援する側、支援される側を超えた関係づくりができ、新たなコミュ 

ニティを生み出すことができるのだと思っています。 

 

Ｋ２グループでは、横浜でも復興支援に協力できる形として「うんめえもん市」を生み出し、今まで多くの方々に 

ご協力いただいたことに大変感謝しています。しかし、まだまだ復興への道は遠く、私たちは「忘れないこと・ 

続けること・進化すること」を肝に銘じて活動していきたいと思っています。 

 

今後とも、皆様のご協力をいただきながら、横浜・石巻と共に活動して参りますので、どうぞ宜しくお願い申し 

上げます。 

 
 

 

 
 

7/10（水）～7/17（水）によこはま型若者自立塾 JOBCAMP石巻合宿が行われました。 

今回は K2ハウス石巻近くにある老人介護施設の「涼風園」でのボランティア、移動式居酒屋「ころ蛸」仮設住宅営業 

手伝い、被災地見学、うんめぇもん市の取引先である本田水産での就労体験、K2ハウスでの地域夕食交流会を 

行いました。また、K2ハウス石巻が出来る前の JOBCAMPの際寝泊まりさせていただいた、いしのみなと教会での 

礼拝にも参加しました。 

 

石巻中心部の町並みは震災前にほぼ戻っている一方、沿岸部には横倒しの家や廃車の山が残っていたり、仮設住宅が

たくさんあり、そこで多くの方が生活していたりと、かなり復興の進み具合に差があると感じました。 

参加者も、到着当日は「被災地に来た感じがしない」と漏らしていましたが、仮設住宅居酒屋営業や被災地見学を通して、

石巻の現状を直接見て、肌で感じて、徐々に表情や活動に対する気持ちの入りようが変わっていきました。涼風園や 
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贈呈式の様子です。 
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本田水産の方が休憩中にしてくれた震災当時の話には皆真剣な表情で耳を傾けていました。 

震災時の状況や、営業再開までの話を聞き、横浜で当たり前に出来ている生活のありがたさを感じていました。 

また、作業を終えて「ありがとう」と言われることで働くことの充実感を味わえたようでした。 

 

今回の合宿生活を終えて、出発前とは見違えるほど表情が豊かになったり、口数が増えたりする参加者が多かったです。 

参加者の表情や様子が変わっていくのを見るのがこの仕事をしている最大のやりがいです。今後も参加者と一緒に、 

楽しくて充実した合宿体験をたくさんしていければと思います。 

                         

 

 

 

 

 

 

初めまして、スタッフとして現在はお好み焼きころんぶすで勤務している、三田邦彦です。 

２０１２年６月からおよそ 1年、石巻に籍を移して活動をして来ました。初めて石巻に行ったのは、 

２０１１年１２月、先に石巻入りしていた仲間から聞いてはいましたが、見るのと聞くのはやはり全く違って 

いました。現状を目の当たりにして、自分の力で何かできるのであればしたいと強く思っていました。 

辞令を受けた時はまさに晴天の霹靂でした。自分が選ばれるなんて…。でも新しい場所で頑張ろうと思い 

ました。石巻での活動は、タコカーでのタコ焼き・焼き鳥の販売、お好み焼きころんぶすの営業でした。 

この頃は塾生の就労先も様々で、自分は一人でお店を切り盛りすることが多かったです。普段の活動で 

一緒になることが少なかった分、塾生とは朝と仕事終わりに沢山話すよう心がけていました。休みには 

一緒に出かけることもありました。 

 

「楽しくなきゃ人生じゃない。」それが自分のモットーです。かつて自分も塾生としてＫ２グループに 

入塾しました。仲間の塾生やスタッフさんに支えられながら毎日とても楽しく過ごして今があります。 

皆にも同じようにどこでも楽しんでもらいたい、特に石巻は若者にとっての娯楽が少ないので何とか 

楽しんで過ごしてもらおうと思いました。自分のことで精いっぱいでうまく出来たとは思えないですけど…。 

それでも初め無口な人が、慣れたらよくしゃべってくれたり、自分の作ったご飯をおいしいと言ってもら 

えたり、そんな様子を見て、自分自身も頑張ろうと思えました。 

 

石巻の土地は寒かったけれど、人柄は温かかったです。タコカーでの仮設営業では地元の人との交流で 

沢山の貴重な話を聞けました。 

一番楽しかったのは漁師さんと一緒の屋台イベント。イベント後の飲み会はさすが東北人、酒が強くて 

一緒に飲んだくれ、語ってもらって、本当に仲間として受け入れてもらって嬉しかったし楽しかったです。 

イベントの中では「川開き」が一番印象的です。石巻で一番熱いお祭りで、石巻中の人が出て来たんじゃ 

ないかと思うくらい人でごったがえしていました。二日間で７０万円売り上げを達成。イベント会場の 

中でも一等地での販売だったので塾生・スタッフ皆が必死、てんてこ舞いでした。 

今振り返ればよくやったなあと思います。 

石巻での生活は、横浜では体験出来ないこと、特に人と人とのつながりを強く感じることが出来ました。 

機会があればまた行きたい、すごく思います。 

お好み焼きころんぶす スタッフ 三田  邦彦 
 

  
 

石巻でスタッフとして働いた一年を振り返って 
 

＜うんめえもん市 ９月開催予定＞ 

 

  4 日（水） 旭区役所（11:00～14:00） 

  8 日（日） フェスティバル in 西谷（12:00～18:00） 

 9 日（月） 金沢区役所（11:00～14:00） 

 11 日（水） 都筑区役所（11:00～16:00） 

 14 日（土） K２ビル１階（にこまる本店）（10:00～14:00） 

 17 日（火） 南区役所（初回）（11:00～14:00） 

 19 日（木） 横浜市役所本庁舎 1 階（11:00～14:00） 

 27 日（金） 栄区役所（11:00～14:00） 
 

 ※予定は変更されることがあります。 

詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。 

やっぺす通信発行元 

NPO ヒューマンフェローシップ 

うんめえもん市事務局 

TEL 045-762-1435 （田上・ 吉田） 


